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生活の中で，体重を量るなどの重さについて 「物の溶け方」

の経験をもっている。重さを形や大きさ，かた ・質量保存について学習する。

さ，色と関わらせて考えていることが多い。 「水溶液の性質」

・水溶液には性質や働きの違いがあることを学

習する。

中学校「物質のすがた」

・密度は，物質に固有の値であることを学習す

る。

本単元本単元本単元本単元でのでのでのでの学習学習学習学習

○物と重さについて興味・関心をもって追究する活動を通して，物の形や体積，重さなどの性質の

違いを比較する能力を育てるとともに，それらの関係の理解を図り，物の性質についての見方や

考え方をもつ。

・形や置き方を変えて重さを比べたり，量をそろえて重さを比べたりする活動を通して，物の性質

についての見方や考え方を身につける。

・物には固有の重さがあり，形が変わっても重さが変わらないことに気づかせ，密度や質量保存の

考え方の基礎とする。

・物の体積や形が同じでも重さが違うということを理解し，物の性質の違いに気づく。

☆条件制御の考えに結びつけるため，体積や形を一定にすることを大切に扱う。

☆算数科「重さ」で学んだ測定器の使い方やグラム，キログラムの単位を生かす。

小学校理科の内容の改善により，
追加された内容です。

３３３３年年年年
（事物・現象を比べる）

４４４４年年年年
（変化とその要因を

関係付ける）

５５５５年年年年
（条件制御しながら

観察，実験を行う）

６６６６年年年年
（推論する）

中中中中学学学学校校校校
（観察・実験の結果を
分析し，解釈する）

本単元について

北海道立教育研究所附属理科教育センター
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ものと重さ

粘土など身近な素材を使った実験を通して，物の形や体積，重さなどの性質の違いを比較しながら

調べる方法を紹介する。

粘土の形を変えたときの重さの違いを比べる

どの形でも重さは○○ｇである

物は，形が変わっても重さは変わらない

自動上皿はかり，油粘土，チャック付きビニル袋

図 形と重さの関係を調べる実験

実習１ 形と重さ

ねらい

なにをする？

結 果 は ？

結 論 は ？

準 備

方 法 油粘土をチャック
付きビニル袋に入
れたまま様々な形
に変え，そのとき
の重さを調べる。

最小表示１gのデジタル
表示の自動上皿はかり

粘土の形を，
・ボールのように丸く

するすると？
・お皿のように平らに

すると？
・紐のように細長くす

ると？
・小石のようにばらば

らにすると？
重さはどうなるのか。

(1) 体感を基に重さを比較させる時間を十分に確保する。
(2) 重さを調べた結果を表にまとめ比較させる。

この実験の後に，
(3) 粘土以外の物について，形を変えると重さは
どうなるのかを予想し調べる。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

第３学年【Ａ区分 粒子】
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ものと重さ

児童の活動 児童の思考の流れ

１ 油粘土の形を変える（ボールのように丸め １ 「ボールのように丸めたら重くなるんじ
る，紐のように細長くする，皿のよう平らにす ゃないか？」
る，小石のようにするなど）と重さはどうなる 「ひものように細くしたりお皿のように
のかを手応えなどの体感を基に予想する。 薄くしたり，小石のようにすると軽く

２ 油粘土をチャック付きビニル袋に入れて,は なるんじゃないかな？」
かりに載せ,重さを調べる。 ２ 「○○ｇだ。」

３ チャック付きビニル袋に入れたまま，油粘土
の形を変えて，重さを調べる。 ３ 「重さは同じだ。」

「粘土の形を変えても重さは変わらない
４ 粘土以外の物（アルミニウムはくなど）につ んだ。」

いて，形を変えると重さはどうなるのかを予想 ４ 「きっと重さは変わらないと思う。」
し，重さを調べる。 「予想通り重さは同じだった。」

「形が変わっても，重さは変わらないん
だ。」

体積が同じで材質が異なる，ブロックの重さの違いを比べる

木のブロックは○○ｇ，銅のブロックは△△ｇ…

物は，体積が同じでも重さは違うことがある

自動上皿はかり，体積が同じで材質の異なるブロック（木，ガラス，アルミニウ

ム，銅など）

１ 体積が同じで材質の異なるブロックを見て，重さの違いを予想する。

２ 手応えでそれぞれのブロックの重さを比べる。

３ それぞれのブロックを自動上皿はかりに載せて重さを調べる。

実習２ 体積と重さ

ねらい

なにをする？

結 果 は ？

結 論 は ？

準 備

方 法

ガラスとプラスチ
ックのブロックの
うち，どちらが，
ガラスのブロック
かな？調べる方法
は？

展開例

結果をグラフに表し比較さ
せる。

ブロックは，自動上皿は
かりの中央に載せる

最小表示１gのデジタル
表示のはかり

物の種類と重さ
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図１ 材質と重さの関係を調べる実験
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児童の活動 児童の思考の流れ

１ 体積が同じで材質の異なるブロックを見て， １ 「木が一番軽いと思う。」
重さの違いを予想する。 「ガラスと銅ではどちらが重いかな？」

「体積が同じだから，全部同じ重さだ
と思う。」

２ 手応えでそれぞれのブロックの重さを比べ ２ 「銅がずっしりして，一番重かった。」
る。 「木は予想通り一番軽かった。」

「ガラスとアルミニウムはよくわからな
い。」

３ それぞれのブロックをはかりにのせて重さを ３ 「アルミの方が重かった。」
はかり，結果を比べる。 「重い方から，銅，アルミ，ガラス，木

の順になった。」

「体積が同じでも，物によって重さが違

うんだ。」

参考

それぞれのブロックを，丁寧に扱うように指導する。事故防止の観点からも特に金属やガラ

スのブロックは，落下等により，角でけがをする恐れがあるため十分に注意する。

図２ 体積が同じ（27à）で材質の異なるブロック

展開例
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